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本
年
度
は
新
た
な
事
業
と
し
て
、
新
制
立
教
中
学
校
の
「
職
員

会
議
録
」
の
テ
キ
ス
ト
化
の
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
職
員

会
議
録
」
を
研
究
会
に
お
い
て
、
研
究
員
が
一
年
分
ず
つ
輪
番
で

読
み
進
め
て
い
く
こ
と
を
行
っ
た
。

　
「
職
員
会
議
録
」
は
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室

（
以
下
、
池
袋
中
高
史
料
室
）
に
、
一
九
四
九
年
四
月
分
か
ら

一
九
九
五
年
二
月
分
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
新
制
立
教
中
学
校

の
動
向
が
、
五
十
年
近
く
系
統
的
に
把
握
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
テ
キ
ス
ト
化
の
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研

究
会
を
二
ヶ
月
に
一
回
程
度
の
頻
度
で
開
催
し
、
各
回
研
究
員
一

人
一
年
分
ず
つ
輪
番
で
記
録
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

た
。
そ
の
決
定
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
現
在
（
二
〇
一
三
年
十
二

月
）
ま
で
に
、
以
下
の
通
り
三
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、

一
九
五
一
年
度
分
ま
で
読
み
進
め
て
い
る
。

　
　

第
七
回
研
究
会
（
七
月
一
二
日
）

　
　

第
八
回
研
究
会
（
九
月
三
日
）

　
　

第
九
回
研
究
会
（
十
一
月
八
日
）

　

そ
の
他
の
作
業
と
し
て
は
、
池
袋
中
高
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
（
１
）
新
制
立
教
中
学
校
資
料
群
の
目
録
化
、（
２
）「
横
内

允
・
中
島
博
校
長
資
料
」
の
目
録
化
、
お
よ
び
（
３
）
旧
制
立
教

中
学
校
資
料
群
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
（
１
）
に
つ
い
て
は
、
史
料
室
内
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
さ
れ

て
い
る
新
制
立
教
中
学
校
資
料
の
チ
ェ
ッ
ク
と
目
録
化
を
行
い
、

現
在
ま
で
に
二
，
一
二
〇
点
の
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。（
２
）

に
つ
い
て
も
、
新
制
資
料
群
と
同
様
に
目
録
化
を
行
い
、
さ
ら
に

資
料
の
細
目
も
作
成
し
た
。
内
容
は
主
に
一
九
九
〇
年
代
の
一
貫

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
配
布
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
類
で
あ
り
、
資
料

点
数
は
横
内
校
長
分
が
二
九
一
点
、
中
島
校
長
分
が
四
四
六
点
で

あ
る
。（
３
）
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
資
料
と
共
通
の
登
録
番
号
を

書
い
た
ラ
ベ
ル
を
貼
る
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
以
上
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
ア
ル
バ
イ
ト
の
舟

橋
正
真
氏
に
担
っ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

　

ま
た
今
年
度
は
、
池
袋
中
高
教
諭
・
市
橋
祐
介
氏
を
セ
ン
タ
ー

員
に
招
聘
す
る
、
池
袋
中
高
史
料
室
の
整
理
方
針
に
つ
い
て
史
料

室
担
当
の
原
真
也
教
諭
と
懇
談
を
行
う
な
ど
、
池
袋
中
高
と
の
連

携
を
意
識
し
た
一
年
で
あ
っ
た
。
来
年
度
は
そ
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
、
よ
り
良
い
資
料
保
存
の
方
法
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
研

究
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４

　
　
「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」
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